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達の関心に沿って設定した。調査の

実施は各大学の協力を得て行われた。

今年度の前期は、全国の大学で様々

な授業形式がとられていたが、CCP６

の大学も例外ではなかった。調査結果

では遠隔・ハイブリッドでの受講が多

く、後期になってからは対面もしくはハ

イブリッドでの受講者が多数を占めて

いた。他の調査結果と同様に学習時間

については、増加した者と減少した者、

変化していないという者に3分されて

いた。前期の成績については、2年生は

成績が改善した者が44%、3年生では

30％、4年では16％。悪化した者は2

年で24％、3年で16％、4年で13％と、

全体的には成績は昨年度より良くなっ

ていた。これはリポート課題による評

価が増え、筆記試験が減少したためか

もしれない。

学生達は前期の授業をどう受け止

めていたのか。講義形式についての評

価をみたのが図1である。4つの方式

を上げて評価させたが、対面方式が相

対的には最も評価が高く、オンデマン

ド方式の評価が最も低かった。オンデ

マンド方式は学修者の都合によって場

所や時間を選ばないで学習できるメ

リットがあり、繰り返し視聴もできるの

で、知識伝達には活用の仕方次第で有

効という声も聞くが、対象となった6大

学の学生の評価は決して高くない。一

人で学習することについての不満はや

はり強かったし、オンデマンドで提供さ

れるコンテンツの質的改善は不可欠で

あろう。

ついての尺度だけでなく、安心─不安

の軸での主観的な尺度で見れば個人

差が大きくなっている。感染予防策を

取ったとしても不安に感じる学生は必

ず一定数いるということになる。

それでは不安の内容はどのようなも

のなのか多い項目を図３からみてみる

と、最も多いのは「知識・スキルが本当

に身についているか不安」が71.6％（「そ

う思う」＋「どちらかといえばそう思う」

合計）で、物理的な制約である「演習・実

習が充分にできないことが不安」

（71.2％）と並んで多い。これらに次い

で「クラスメイトと理解度の共有ができ

ないため不安」（66.4％）「授業で理解で

きないことがあっても、相談することが

難しく不安」（64.３％）となっており、対

面コミュニケーションによる確認や相

談がしにくいことが不安の中核となっ

ている。

「知識・スキルが身についているかと

いう不安」は成績が不振であった学生

だけが感じているわけではない。図4

は前の学期と比べ「成績が良くなった

図2はそれぞれの講義形式に対する

不安について質問した結果である。感

染拡大の第2波から抜け出し、第3波と

なる前の11月下旬～12月初旬に聞い

ているが、どの方式においても不安を

感じている学生が過半数を占めてい

る。参加した学生達との議論の中では、

安全と安心の違いがこの結果の理由

ではないかという意見が多かった。こ

の学習プログラムを始めた当初は、6つ

の大学の所在地による条件の違いに

よって学生の意識の差が出てくること

を想定していたが、学生達は次第に属

性の違いとともに、“個人差”に注目する

ようになってきた。台風や地震のよう

な自然災害の安全度が、事前事後に数

値化された客観的な指標で測られるよ

うに、「安全」というのは定量的な尺度

化がある程度可能である。他方、「安

心」というのは主観的な尺度で測られ

るものであり、同じ地域、環境、条件で

あっても個人の認識による差異が大き

く影響する。コロナ禍については感染

者数、重症者数・率等の安全─危険に

新型コロナウイルス感染症の影響は

首都圏のみならず全国に及んでいる。

この状況で学生がどのような不安を抱

えているのかということや彼らの意識

や行動については、個別大学が行って

いる調査と奨学金や就職活動に焦点

を絞った民間の調査が見られるもの

の、地域状況等も踏まえた把握は十分

に行われていない。

ここでは、全国の中小規模の6大学

が連携して実施した連携教育プログ

ラム「Consider Corona Project 6大学

（CCP6）」の中で企画・実施した学生対

象の「新型コロナウイルスによる学生

生活への影響に関する調査」の結果を

用いて、学生達が抱いている不安につ

いてみてみよう。参加した6大学（関西

国際、名桜、宮崎国際、共愛学園前橋国

際、淑徳、富山国際）1短期大学（宮崎学

園）のうち、本学と個別に協力協定を結

ぶ名桜大学を除き、他は2012年に創設

した地域を越えた大学間連携のための

コンソーシアムである一般社団法人学

修評価・教育開発協議会のメンバーで

あり、学修成果の可視化、IR、学習プロ

グラムの開発等をこれまでも協働して

きた。

CCP6は、新型コロナウイルス感染

症を素材として、Zoomを活用し学生

達が地域を越えて遠隔方式で行う学

習プログラムで、単位を伴わない。

テーマは「新型コロナウイルス感染症

が社会をどう変えたか、どう変えてい

くか」で、コロナ禍が社会にどのよう

な変化をもたらしたのか、これからの

社会をどのように変えていくのかに

ついて考えるということを目的として

いる。学生にとって、少なくとも前期

は対面授業が少なく、海外プログラム

や地域社会での学習機会も制約され、

ともすれば孤独なる学習に陥りがち

であった。コロナ禍は、学生が興味を

持たざるを得ない関心事であり、共通

体験であることから、この事象を学習

テーマにして参加学生を募集した。

小テーマを①安全・安心

②街づくりと観光③流

通・購買行動④学校教

育・子どもの生活の４つ

とし、テーマ別に各大学

の教員の指導のもと、7

月から12月にかけて実施した。参加

学生にとっては、日頃接することのな

い異なる地域の学生との協働を通じ

て、新たな人間関係の構築をはかると

ともに、自分達の価値観や生活を再考

する機会となったようである。

この調査は①安全・安心の分科会

の学習の一環として実施し、調査の概

要は下記の通りであった。参加学生

は4大学（関西国際、名桜、富山国際、

共愛学園前橋国際）から27人であり、

筆者自身も指導に当たったほか、本学

の教員数人が参加してくれた。この

調査の特徴は、安全・安心についての

学生達の関心に基づいて、彼らが質問

紙を作成したことである。１）授業方

式に対する評価や不安、２）成績と授

業の理解度、３）生活時間や生活意識

の変化、４）悩みごとと相談相手、５）

不安についての意識、６）就職活動と

進路意識の変化といった項目は、学生
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● 調査概要 ●
調査名称	 「新型コロナウイルスによる学生生活への影響に関する調査」
調査時期	 2020年11月23日～12月10日
調査方法	 googleフォームを使ったウェブ調査
調査対象	 淑徳大学（千葉県）、共愛学園前橋国際大学（群馬県）、富山国

際大学（富山県）、関西国際大学（兵庫県）、宮崎国際大学・宮
崎学園短期大学（宮崎県）、名桜大学（沖縄県）在学生

回答数	 1245

図 1　講義形式に対する評価

図 2　講義形式に対する不安
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テレワークができる」ことが急増してい

ることは注目に値する。対面接触を避

けたいという安全・安心志向が強まっ

ていることが分かる。

誌面の関係で十分説明できないが留

学生対応も忘れてはならない。アルバ

イト時間の減少した留学生は81％に達

している（日本人は39％）。その結果、

生活費に困っていると答えた留学生は

84％（「困っている」48％、「どちらかとい

えば困っている」36％）と極めて深刻な

状態にある（日本人は計39％）。困って

いる学生は、とりわけ政府の臨時給付

金やJASSO特別無利子貸与型奨学金

といった公的支援を「利用していない

（＝知らない）」者が多い。公的支援は

留学生の“命綱”であり、大学としても細

やかな情報提供と相談体制を一層強

化していくことが重要であろう。

これまでみてきたように、学生は学

習、生活の両面で様々な困りごとに直

面しながら、懸命に学生生活を送って

いる。新型コロナに感染することへの

不安は一定存在し続けており、授業形

式における安全対策を取るだけでは学

生の安心感は得られにくいし、今後の

感染症抑制対策の成否に拘わらず今

後も不安感は存在し続けるだろう。

学習面では、一定の成績をあげては

いるが、本当に実力が身についている

かが不安であり、最も恐れていること

は“孤立”であるようだ。講義形式がオ

ンラインである者や1年生、周囲に悩み

や困りごとを相談できない者など、十

分な交流や支援を受けることができて

なフォローアップ、②孤立する学生が

発生しないような学生同士の対人コ

ミュニケーション機会（とりわけ対面型

の学習機会の確保）の提供、③個人情

報と感染者保護をさらに強化していく

ことが望まれる。シェークスピアの名

言「明けない夜はない」（ハムレット）を

思い出しつつ、必ずこの夜が明けるこ

とを信じて支援をしていきたいところ

である。

いない学生への対応支援が大学に強

く求められる。

現代の学生は、自分の健康以上に周

囲の人に対する迷惑を掛けたくない不

安が最も大きい“優しい若者”なのかも

しれない。安全は客観的に測定できる

が、安心は主観的な要因であり、個人差

が大きい。不安を抱える学生に対し、

大学としては、①速やかで明確な情報

発信と個人差を念頭に置いた細やか

か、悪くなったか」という質問への回答

ごとに、知識・スキルの習得感への不安

をみたものである。「成績が悪くなっ

た」グループでは「身についているか不

安」と回答した者は「そう思う」61.2％、

「どちらかといえばそう思う」14.3％と

4分の3に達するが、「良くなった」グ

ループでも「不安」と回答した者は

72.8％に達しており、成績に関係なく

大多数の学生が不安を感じている。

知識・スキルの習得感を実感させ、自己

効力感を高められるかということはオ

ンライン学習が抱える大きな課題のひ

とつであろう。

それでは、学生はこれらの様々な不

安や悩みごとを誰に相談しているので

あろうか。最も多いのは親（65.4％）で、

以下「クラスの友人」（52.0％）、「昔から

の 友 人 」（44.0％）、「 き ょ う だ い 」

（25.6％）、「同じゼミの友人」（21.3％）と

なっている。家族と大学の友人が主

な相談相手であり、残念ながら教職員

は多くない（12.8）。

図５は学年別に相談相手を比較した

ものであるが、1年生は前期の対面授業

がほとんど受けられなかったことも

あって、「昔からの友人（高校までの友

人）」が多く、「同じゼミの友人」や「先

輩」が少ない。対人ネットワークを確

立すべき時期の空白はまだ埋められて

いないようである。4年生になると友

人との場がクラスからゼミにはっきり

とシフトしている。

学生達は生活や行動が大きく変化

している中でも不安に直面し続けてい

るが、仮に自分が感染した場合に、どの

ような不安・警戒を抱いているのだろ

う。図６をみると、家族や友人等、身近

な周囲の人に対する影響が及ぶことに

対しての不安が強く、9割以上に達す

る。自分自身の健康への影響（重症化、

死亡）への危惧より、感染予防が不十分

であったことへの社会からの批判

（85.6％）も含め、周囲との関係が学生の

不安の種であることが分かる。大学と

して感染者の個人情報の取り扱いや

感染者保護に最大の注意を払う必要

があることを示す結果である。

就職活動については、様々な調査で

明らかにされているように、採用活動

の方式や時期、採用人数等の変化を学

生達も実感していた。希望する業種の

変化をみると、観光や旅客業の希望者

がコロナ禍前の3分の1程度に激減し、

IT系等の希望者が増加していた。図

７のように、職業を選択する基準の多く

は激変していなかったが、「在宅勤務、
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図６　コロナ感染した場合の心配事

図 7　就職する際に重視する条件の変化

図４　前学期からの成績（上昇・下降）別にみた知識・スキル取得への不安

図５　悩みごとの相談相手（学年別）

図 3　遠隔講義での不安の内容
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学生は何に
不安を感じているのか

次年度に向けて
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